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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞ ①

①ドリームシート概要

②お弁当

対象

試合

数量 ②

③施設訪問

・選手2～3名+事務局スタッフにて施設を訪問し、施設見学・従事者との交流。

・3/13（金）午前中に施設を訪問し、選手3名が施設見学・従事者との交流を実施。

＜目的＞

＜成果＞

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 Sweet hot

住　所 郡山市小原田3丁目10－4

710301367

岡部　早苗

令和7年度電話番号 024－954-7760

宝来屋ボンズアリーナ・福島トヨタクラウンアリーナ開催の　　レギュラー

シーズン10試合

①3月14日（土）

福豆屋さんの招待で総勢29名で応援に

招待していただきました。同法人アク

ティブ東山のメンバーも一緒に余暇支

援として参加し、会場のパワフルな選

手の姿に感動しました。大きな声で声

援を送り、「エアリービーズさん」の

9節（18試合）の内、4節（8試合）依　※約180個/日×8日（8試合）、

@1080円（税込）

連携先の企業等の意見または評価

今年度、デンソーさんより、今シーズン9回のお弁当をご依頼いただきました。

週末の試合、福島市トヨタクラウンアリーナ、郡山市宝来屋ボンズアリーナへ180個のデ

ンソーさんの特別弁当（エアリービーズさんのサポートスタッフ用）を10：30～11：00

までにお届け。特に唐揚げは必ず入れてほしいと要望があり、回数を重ねるごとに「喜ん

で食べてほしい」と徐々にみんなで協力してエアリービーズさんに「頑張ってほしい」と

いう気持ちが募りました。就労A型として大口弁当に対応できるスキルを身に着け、メン

バーの意識も「早番できます」という声も働く意識も強まりました。また3月に初のバ

レー観戦に招待いただき、改めて会場の熱気と応援するサポーターの皆さんの姿を目の当

たりにし、今後もデンソー「エアリービーズ」の皆さんのお役に立てるよう私たちもサ

ポーターの一員としてお弁当業務を担って連携を継続して行きたいです。

②2月6日にエアリービーズの若手のホープ3名が

来所。Sweethotの活動内容に興味津々でした。

選手の皆さんが厨房の中も見学し、メンバーにも

声かけてくれました。昼食も喜んで召し上がって

いただきました。

①『ドリームシート』はデンソーエアリービーズが「バレーボール観戦を通じて夢と感動

を届ける
②SVリーグ公式試合における、ホームゲーム運営スタッフお弁当依頼は、社会貢献を目的とした

　活動です。

③選手の施設訪問は、福島県庁と連携した活動となり、養護施設・老人介護施設など訪問

する

連携先企業名
株式会社デンソー総務部スポーツプロモーション室

デンソーエアリービーズ事務局長
担当者名 福田　実　氏

・所感

　いつもお世話になります。日頃は、デンソーエアリービーズのホームゲーム運営などご協力いただきありがとうございます。また、その他施策におきましても

　ご協力いただき、感謝申し上げます。大変恐縮ですが、1年の取り組みを通じて感じましたことをお伝えさせていただきます。

　デンソーエアリービーズは、昨シーズンからメインホームタウンを郡山市に移転し、SVリークのライセンス規程に添って大会を開催しております。

　また、チームは、27年7月に完全移転（選手・スタッフ・事務局）をしますが、地元チームとして愛されるには各種活動が必要となります。そのひとつの取り組み

　が、ホームゲームを地域課題のハブになり、各種連携させていただくことを考え取り組みしております。

　スイートホット様におかれましては、3つ程感じていることがございます。

　一つ目は、ホームゲームにおけるお弁当提供を通じて、大会運営をサポートしていただいていると強く感じております。ここは、一体感を感じる会社様であり、

　心のこもった対応をしていただいていると感じます。

　二つ目は、一生懸命運営されており、汗をかく皆様であり、社会貢献活動を通じて、デンソー側が元気をいただいております。

　三つ目は、地域課題への取り組みは、幅広くあるということと、横の連携（他競技スポーツ）とも共有していくことが大切と思っております。

　評価ということての回答はいたしませんが、上記3点を感じております。

　地域を元気に、活気あるものにするため、今後もご一緒に各種活動にて連携できればと存じます。

様式１


